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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 4,528 △10.7 2,380 △6.5 2,385 △6.5 1,339 △7.8

22年3月期第3四半期 5,073 △0.1 2,546 △1.3 2,551 △1.2 1,452 0.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 12,185.84 ―

22年3月期第3四半期 13,210.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 50,641 19,337 38.2 175,920.08
22年3月期 48,818 18,327 37.5 166,734.24

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  19,337百万円 22年3月期  18,327百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1,500.00 ― 1,500.00 3,000.00
23年3月期 ― 1,500.00 ―

23年3月期 
（予想）

1,500.00 3,000.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,979 △12.7 2,897 △9.1 2,898 △9.2 1,658 △8.3 15,088.10



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は[添付資料]３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 109,935株 22年3月期 109,935株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q 15株 22年3月期 15株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 109,920株 22年3月期3Q 109,920株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信[添付資料]３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期（３ヶ月）におけるわが国経済は、アジア各国における景気回復の動きや、政府の経済対策による

内需の下支え等が企業収益の改善を後押ししたこと等により、全体としては緩やかな回復基調で推移したものの、

デフレ・円高の長期化による企業収益の悪化懸念や株式市場の低迷による景気下振れリスクは依然として払拭でき

ない状況にあり、更には雇用情勢の悪化、政府の経済対策に伴う駆け込み需要の反動等による個人消費の冷え込み

が懸念される等、先行きは楽観視できない状況にあります。 

不動産金融市場におきましては、地価の回復、住宅建設の持ち直しや住宅在庫の減少等、緩やかな回復基調が続

く中で推移し、更には住宅関連の政策が一定の効果を上げていること等もあり、不動産市況の先行きについても底

堅く推移するものと予想されますが、一方では、一部の中小企業における資金繰り環境が依然として厳しい状態に

あることや、景気の下振れリスクの高まり等を背景とした不動産市況の減速も懸念される等、先行き不透明感は払

拭できない状況にあります。 

このような環境の下、当社におきましては、与信判断・債権メンテナンスを引き続き徹底することで、前述の景

気や不動産市況の下振れ懸念への対策を講じつつも、不動産市況が回復基調にあり、先行きについても底堅い推移

が予想されることから積極的な新規貸出を行った結果、営業貸付金残高は、第２四半期会計期間末においては前事

業年度末比 千円（ ％）の増加と微増に留まっておりましたが、当第３四半期会計期間末においては第２

四半期会計期間末の 千円から 千円となり、 千円（ ％）増加いたしました。 

営業損益については、手数料収入が前年同四半期比 千円（ ％）の増加となったものの、営業貸付金利

息は前年同四半期比 千円（ ％）の減少となりました。また、債権回収の一環として行っている販売用

不動産の取得及び処分が前事業年度に比べて大幅に減少したことに伴い、当第３四半期会計期間における不動産売

上高及び不動産売上原価はともに前年同四半期会計期間に比べて大幅な減少となりました。 

以上の結果、当第３四半期会計期間における業績は、営業収益は 千円（前年同四半期比 ％減）、

営業費用は 千円（同 ％減）となり、営業利益は 千円（同 ％減）、経常利益は 千円

（同 ％減）、四半期純利益は 千円（同 ％減）となりました。 

  

平成23年３月期第１四半期及び第２四半期に係る経営成績に関する定性的情報については、平成23年３月期第１

四半期決算短信（平成22年７月26日開示）及び第２四半期決算短信（平成22年10月25日開示）をご参照ください。

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産 

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて 千円増加の 千円（前事業年度

末比 ％増）となりました。これは主として、販売用不動産が、在庫処分が順調に進んだことにより 千円

（ ％）の減少となったものの、営業貸付金が 千円（ ％）増加の 千円となったこと及

び、現金及び預金が 千円（ ％）の増加となったこと等によるものであります。 

  

② 負債 

当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べて 千円増加の 千円（前事業年度末比

％増）となりました。これは主として、未払法人税等が 千円（ ％）の減少となったものの、営業貸

付金の増加に伴い、有利子負債が 千円（ ％）の増加となったこと等によるものであります。 

  

③ 純資産 

当第３四半期会計期間末の純資産は、利益剰余金の増加により、前事業年度末に比べて 千円増加の

千円（前事業年度末比 ％増）となりました。なお、自己資本比率は ％となり ポイント改善い

たしました。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

637,234 1.4

45,574,086 47,038,477 1,464,391 3.2

45,100 40.8

192,692 15.0

1,316,967 27.7

541,027 40.6 775,939 14.8 777,062

14.7 444,144 14.7

1,823,014 50,641,409

3.7 438,451

53.2 2,101,625 4.7 47,038,477

252,800 11.8

813,306 31,304,273

2.7 404,048 62.6

1,110,177 3.9

1,009,707

19,337,135 5.5 38.2 0.7
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ

て 千円増加し、 千円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況と主な要因は、次のとおりです。 

  

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは 千円の減少（前年同四半期累計期間は 千円の増加）と

なりました。 

これは主として、税引前四半期純利益を 千円計上したこと及び、販売用不動産が 千円減少し

たことによる資金の増加があったものの、営業貸付金が 千円増加したこと及び、法人税等の支払額が

千円となったことによる資金の減少があったこと等によるものであります。 

  

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは 千円の増加（前年同四半期累計期間は 千円の減少）となり

ました。 

これは主として、有形固定資産の取得で 千円、無形固定資産の取得で 千円の資金の減少があったも

のの、有形固定資産の売却による収入が 千円あったこと等によるものであります。 

  

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは 千円の増加（前年同四半期累計期間は 千円の減少）と

なりました。 

これは主として、短期借入れによる収入と短期借入金の返済による支出により資金が 千円減少したも

のの、コマーシャル・ペーパーの発行による収入と償還による支出により資金が 千円増加、長期借入れ

による収入と長期借入金の返済による支出により資金が 千円増加したこと等によるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間の業績は概ね当初計画どおりに推移しており、平成22年４月28日に発表いたしました業績

予想から修正は行っておりません。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

２．特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これにより、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ 千円、税引前四半期純利益は 千

円減少しております。 

  

252,800 2,401,135

562,002 5,308,375

2,379,747 438,451

2,101,625

1,339,313

25,568 3,278

4,485 4,935

34,050

789,234 6,934,354

772,191

590,741

1,291,627

２．その他の情報

651 4,185
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,401,135 2,148,334

営業貸付金 47,038,477 44,936,852

販売用不動産 385,960 824,412

前払費用 73,316 74,205

繰延税金資産 225,986 334,755

その他 76,421 86,549

貸倒引当金 △393,884 △392,958

流動資産合計 49,807,413 48,012,151

固定資産   

有形固定資産 144,135 187,442

無形固定資産 26,199 26,157

投資その他の資産   

破産更生債権等 27,329 51,847

その他 662,931 586,596

貸倒引当金 △26,600 △45,800

投資その他の資産合計 663,660 592,644

固定資産合計 833,995 806,244

資産合計 50,641,409 48,818,395

負債の部   

流動負債   

短期借入金 219,808 992,000

1年以内返済予定の長期借入金 12,515,065 10,596,953

コマーシャル・ペーパー 1,988,367 1,397,625

未払金 43,590 19,766

未払費用 59,433 33,408

未払法人税等 241,297 645,345

預り金 65,872 56,072

前受収益 230,677 184,040

賞与引当金 3,018 22,647

利息返還損失引当金 55,900 61,000

その他 10,064 6,500

流動負債合計 15,433,096 14,015,358

固定負債   

長期借入金 14,935,825 15,562,310

役員退職慰労引当金 934,738 912,200

その他 614 1,098

固定負債合計 15,871,177 16,475,608

負債合計 31,304,273 30,490,967
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,307,848 2,307,848

利益剰余金 17,030,537 16,020,830

自己株式 △1,250 △1,250

株主資本合計 19,337,135 18,327,428

純資産合計 19,337,135 18,327,428

負債純資産合計 50,641,409 48,818,395
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

営業貸付金利息 3,745,963 3,286,219

その他の営業収益 1,327,484 1,241,852

営業収益合計 5,073,447 4,528,072

営業費用   

金融費用 742,445 646,401

売上原価 758,952 522,364

その他の営業費用 1,025,511 979,201

営業費用合計 2,526,909 2,147,968

営業利益 2,546,537 2,380,103

営業外収益   

受取利息 376 324

受取手数料 64 175

雑収入 4,573 5,392

営業外収益合計 5,014 5,893

営業外費用   

雑損失 279 0

営業外費用合計 279 0

経常利益 2,551,272 2,385,996

特別利益   

償却債権取立益 909 100

退職給付制度改定益 4,438 －

固定資産売却益 － 19

特別利益合計 5,348 119

特別損失   

固定資産売却損 － 1,020

固定資産除却損 567 1,813

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,533

特別損失合計 567 6,368

税引前四半期純利益 2,556,053 2,379,747

法人税、住民税及び事業税 992,749 941,848

法人税等調整額 111,195 98,431

法人税等合計 1,103,944 1,040,280

四半期純利益 1,452,108 1,339,467
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

営業貸付金利息 1,286,345 1,093,652

その他の営業収益 535,207 223,314

営業収益合計 1,821,552 1,316,967

営業費用   

金融費用 236,626 205,668

売上原価 318,531 7,785

その他の営業費用 355,596 327,574

営業費用合計 910,753 541,027

営業利益 910,798 775,939

営業外収益   

受取利息 24 15

受取手数料 26 48

雑収入 673 1,058

営業外収益合計 724 1,122

営業外費用   

雑損失 94 －

営業外費用合計 94 －

経常利益 911,428 777,062

特別利益   

償却債権取立益 170 40

貸倒引当金戻入額 1,000 －

退職給付制度改定益 4,438 －

固定資産売却益 － 19

特別利益合計 5,608 59

特別損失   

固定資産売却損 － 1,020

固定資産除却損 35 17

特別損失合計 35 1,037

税引前四半期純利益 917,001 776,083

法人税、住民税及び事業税 347,539 279,847

法人税等調整額 48,945 52,091

法人税等合計 396,484 331,938

四半期純利益 520,516 444,144
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 2,556,053 2,379,747

減価償却費 17,642 15,830

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,533

貸倒引当金の増減額（△は減少） △93,623 △18,273

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,521 △19,629

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,539 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 675 22,538

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △1,200 △5,100

固定資産売却損益（△は益） － 1,001

固定資産除却損 567 1,813

受取利息 △376 △324

営業貸付金の増減額（△は増加） 4,760,515 △2,101,625

破産更生債権等の増減額（△は増加） 224,076 24,518

販売用不動産の増減額（△は増加） △756,896 438,451

長期前払費用の増減額（△は増加） 3,099 －

差入保証金の増減額（△は増加） － △13,950

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,035 12,892

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,203 －

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

△7,335 △6,583

その他の資産の増減額（△は増加） 120,015 △45,513

その他の負債の増減額（△は減少） 54,181 87,658

小計 6,861,571 776,985

利息の受取額 376 324

法人税等の支払額 △1,553,573 △1,339,313

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,308,375 △562,002

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の売却による収入 － 34,050

有形固定資産の取得による支出 △2,294 △4,485

無形固定資産の取得による支出 △2,294 △4,935

敷金の回収による収入 3,664 5,280

敷金の差入による支出 △2,424 △4,389

その他 71 48

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,278 25,568

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3,226,000 1,420,000

短期借入金の返済による支出 △2,383,000 △2,192,191

コマーシャル・ペーパーの発行による収入 4,589,098 6,488,248

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △3,200,000 △5,897,507

長期借入れによる収入 9,302,660 13,279,500

長期借入金の返済による支出 △18,151,908 △11,987,872

配当金の支払額 △317,203 △320,942

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,934,354 789,234

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,629,256 252,800

現金及び現金同等物の期首残高 2,890,768 2,148,334

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,261,511 2,401,135
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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